
1 

和光新校基本計画骨子（案）修正一覧 

 第２回委員会骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

学科等 

普通科 

国際科 

修正なし ●国際科というシンプルな名称だと

新規性が感じられないのではない

か。 

○「国際科」という名称が、保護者に

も中学生にも分かりやすい。 

学校 

規模 

(１学年当たり) 

３２０人（８） 

 普通科 

  ２４０人（６） 

 国際科 

   ８０人（２） 

修正なし 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料１ 
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 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

基
本
理
念 

目
指
す
学
校 

ア 地球規模の課題に対する探究的な学びを

通して、「共生力」・「教養力」・「人間力」を育

む学校 

イ 自国の伝統、文化を理解するとともに、国

際感覚を身に付け、国際社会で必要とされる

グローバルリーダーを育成する学校 

ウ これまで培ってきた教育活動を継承しな

がら、県内における国際教育を牽引し、地域

や海外との連携を通して質の高い学びを実

践する学校 

ア 地球規模の課題に対する探究的な学び等

を通して、未来を切り拓き、新しい時代を創

造していく力を育む学校 

イ 自国の伝統や文化を理解するとともに、国

際感覚を身に付け、国際社会で活躍できる人

材を育成する学校 

ウ 県内における国際教育の中核を担い、地域

や海外との連携を通して質の高い学びを実

践する学校 

●新しさや革新的なものが感じられ

ない。チャレンジする意味を込め

て「開拓者精神」というフレーズを

入れたり、多様化の中で自分を表

現したりしていくことをアピール

しても良い。 

●「理解」は受け身に感じる。 

●「教養」と「力」はくっつくものな

のか。 

●多様性という意味では、「グローバ

ル人材」の方が良いのではないか。 

育
て
た
い
生
徒
像 

ア 自国や郷土への理解を深め、異なる文化や

価値観を尊重し、共生することのできる生徒 

イ 豊かな国際感覚と語学力を備え、知識や経

験に裏付けられた自分自身の「ものの見方や

考え方」を持ち、主体的に行動できる生徒 

ウ 社会を構成し運営するとともに、自立した

一人の人間として力強く生きていくことの

できる生徒 

エ 豊かな人間性を備えた心身ともに健康で、

地域や国際社会の課題解決に貢献できる生

徒 

 

 

イ 豊かな国際感覚と語学力を備え、知識や経

験に裏付けられた自分自身のものの見方や

考え方を持ち、主体的に行動できる生徒 

 

特になし 
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 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

教
育
活
動
等
の
基
本
姿
勢 

国際社会で活躍できる豊かな人間性や国際感

覚、語学力を身に付けさせ、高い目標を持って

困難を乗り越えようとする態度や実践力を養

うために、主体的・対話的で深い学びの視点か

ら学習内容の充実を図るとともに、地域との協

働による探究的な学びを実践する。 

国際社会で活躍できる豊かな人間性や国際感

覚、語学力を身に付け、高い目標を持って困難

を乗り越えようとする態度や実践力を養うた

めに、主体的・対話的で深い学びの視点から学

習内容の充実を図るとともに、探究的な学習等

を通じ、地域をはじめ多様な他者との協働的な

学びを実践する。 

○探究的な学びは地域との協働に限

定されるものではない。 

 

 

 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

教
科
指
導 

基
本
方
針 

ア 外国語教育を重視し、教科横断的な学び、

国際理解教育を推進する。 

イ 生徒の個性に応じた多様な選択科目を提

供するとともに、教育活動の中にＩＣＴ活用

を位置づけることによって生徒の個々の学

力の更なる向上を図る。 

ウ 地球規模の課題の探究活動を通して、主体

的に学習に取り組む態度を育む。 

ア 外国語教育を重視し、教科等横断的な学

び、国際理解教育を推進する。 

イ 生徒の個性に応じた多様な選択科目を提

供するとともに、教育活動の中にＩＣＴ活用

を位置付けることによって個々の学力の更

なる向上を図る。 

 

特になし 
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 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

教
科
指
導 

具
現
化 

ア 教科・科目の特性や進路希望に応じて、生

徒一人一人に寄り添った丁寧な学習指導を

行う。 

イ 国際理解教育の視点で各教科の横断的な

学びを推進するとともに、ＩＣＴを用いた海

外との交流等を積極的に取り入れる。 

 

ウ 英語圏に限らない国際理解科目等（学校設

定科目含む）を設置し、一部の科目は学科を

横断して選択できるようにする。 

エ 学校全体で学習評価の在り方を検討し、生

徒の学習改善や教員の授業力向上につなげ

る。 

オ 各教科がＩＣＴを積極的に活用するとと

もに、探究活動を推進し、主体的・対話的で

深い学びの実践を図る。 

カ 国際人に必要な資質・能力を育成するた

め、大学や企業等と連携した体験活動等を行

う。 

ア ＩＣＴの有効な活用を図り、教科・科目の

特性に応じて、生徒一人一人に寄り添った丁

寧な学習指導を行う。 

イ 国際理解教育の視点で、各教科の横断的な

学びを推進するとともにＩＣＴを用いて国

内外の学校等との交流を積極的に取り入れ

る。ウ 英語圏に限らない国際理解科目等 

 

 

 

 

 

 

オ 国際社会に生きる人間として必要な思考

力、判断力、表現力等を育成するため、大学

や企業等と連携した体験活動等を行う。 

カ 地球規模の課題を見据えた協働的な学び

を推進し、多様な価値観に触れながら主体

的・対話的で深い学びの実践を図る。 

●世界に目を向けることとともに、

地球に目を向けることが一番重

要。そういう感覚の取組があって

も良い。 

●どのように探究活動を進めていく

のか、というところに触れても良

い。 

●「協働的な探究活動」、「協働型の探

究活動」といった観点で考えられ

ると良い。 

●（進路指導の項目についていただ

いた御意見）「授業改善」の部分が

曖昧。「思考力・判断力 等の育成」

は必須。イメージを膨らませやす

い文章を望む。※ 

※欠席した委員から寄せられた御意見 
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 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

生
徒
指
導 

基
本
方
針 

ア 基本的生活習慣を身に付けさせ、自己を確

立させる。 

イ 他者の立場を理解し尊重する態度を育て

る。 

ウ 国際人として相応しいマナーを身に付け

させる。 

ア 基本的生活習慣を身に付け、自己の確立を

促す。 

 

 

ウ 国際社会において相応しいマナーの習得

を図る。 

特になし 

 

 

 

 

具
現
化 

ア 全職員の共通理解の基に、挨拶の励行等の

指導を行う。 

イ 部活動や学校行事に対する主体的な取組

を通して、自己肯定感や自己有用感を高め

る。 

ウ 生徒総会に向けての議論等、クラスで話し

合う機会を多く設け、生徒同士による自発的

な行動を促す。 

エ 地域との関わりや留学生との交流等を通

して、他者を尊重する態度を涵養する。 

オ 教職員一人一人がカウンセリングマイン

ドを身に付け、スクールカウンセラーやスク

ールソーシャルワーカー等と連携するなど、

組織的な教育相談体制を確立する。 

カ 人権課題に対する正しい理解を深め、学校

の教育活動全体を通じて人間尊重の精神を

涵養する。 

ア 全教職員の共通理解のもとに、挨拶の励行

等の指導を行う。 

イ 学校行事や課外活動における主体的な取

組を通して、自己肯定感や自己有用感を高め

る。 

ウ 生徒総会に向けての議論等、生徒同士で話

し合う機会を多く設け、自発的な行動を促

す。 

 

 

 

 

 

 

カ 人権問題に対する正しい理解を深め、学校

の教育活動全体を通じて人権尊重の精神を

涵養する。 

○「学校行事や課外活動」に順番を変

えた方が良い。 
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 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

進
路
指
導 

基
本
方
針 

ア 生徒が卒業後の進路を模索し実現する過

程を支援し、将来を見通した進路選択を促

す。 

イ 国際社会に生きる人間としての教養、人生

観・職業観を育成し、個に応じた進路指導を

徹底する。 

ウ 授業改善によって生徒の学力向上を図る

とともに、学年・教科・分掌・部活動が連携

して生徒の進路実現を支援していく。 

 

 

 

イ 国際社会に生きる人間としての教養や人

生観を豊かにし、多様な職業観に基づき個に

応じた進路指導を行う。 

ウ 生徒一人一人の進路実現を目指し、生徒に

寄り添った指導体制を確立する。 

○「部活動における進路実現」という

イメージが湧かない。 

○教科指導に「学力向上を図る」とあ

り、重複に違和感がある。 

具
現
化 

ア 進路ガイダンスを充実させ、十分な情報提

供と指導を実施するとともに、面談を通して

個々に応じた指導を行う。 

イ 大学や学部機関等と連携した取組や外部

機関が提供するツールを活用し、主体的な進

路選択や学問理解を促進する。 

ウ 海外進学を含めた多様な進路に対応でき

る指導体制を確立する。 

 

エ 授業評価アンケートや授業公開を通して

授業改善に生かし、生徒の学力向上を図る。 

オ 大学入試に対応するための学習支援を充

実させる。 

ア ガイダンス機能を充実させ、十分な情報提

供と指導を実施するとともに、面談を通して

個々に応じた指導を行う。 

イ 生徒の主体的な進路選択を促進するため

に、系統的なキャリア教育を実践する。 

 

ウ グローバル化する中で海外進学を含めた

多様な進路に対応できるよう、国際的な団体

等と連携した取組を行う。 

エ 地元企業や団体等と連携し、体験活動や講

演等を実施する。 

オ 学年・教科・分掌等が連携し、生徒の進路

実現を支援するための体制を構築する。 

●「学部機関」はあまり聞かない。 

●大学進学率、合格率を上げること以

外の打ち出しがあると良い。 

●就職をする生徒もいるということ

をベースにした記載を、もっと具体

的に入れておいても良い。 

●生徒に寄り添って育てていくとい

う和光高校の良さが欠けている。 

●「進学」と「就職」の二項対立では

なく、新しい時代に求められる職業

観を身に付けさせる。 
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 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

生
徒
募
集 

基
本
方
針 

ア 小・中学生や保護者が関心を持てるよう、

県内における国際教育を牽引し、地域や海外

との連携を通して質の高い学びを実践する

学校としての魅力を積極的に広報する。 

イ 学校の特色や育てたい生徒像を踏まえ、目

的意識が高く意欲のある生徒の募集に努め

る。 

ウ 広範囲の地域に向けた募集活動を行う。 

ア 地域や海外との連携を通して質の高い学

びを実践する学校としての魅力を積極的に

広報する。 

 

特になし 

具
現
化 

ア 学校が持つ教育コンテンツや生徒及び卒

業生の活躍を積極的に発信し、広く学校の魅

力を伝える。 

イ 近隣の小・中学校と連携し、学校の特色を

生かした取組を行う中で、小・中学生との交

流を図る。 

ウ 新校案内冊子の作成や外部説明会への積

極的な参加を通して、新校の周知徹底を図

る。 

エ ホームページの活用やパブリシティ活動、

ＳＮＳを含めたメディア展開等の工夫を図

る。 

オ 入学者選抜において、学校の特色や育てた

い生徒像を踏まえた選抜基準を設ける。 

 

 

 

イ 学校の特色を生かした取組を行う中で、近

隣の小・中学校等と交流し、新校の魅力を発

信する。 

 

 

 

 

 

 

 

○「近隣の小・中学校と連携し、（中略）

小・中学生との交流を図る」という

と表現が重複している印象。 

○小・中学校との連携だけでなく近隣

の特別支援学校も含め、広い意味で

連携を捉え、文言を修正してほし

い。 

 



8 

 第２回委員会時点における骨子案 修正案 
修正案に関連する御意見の要旨 

（●準備委員会、○検討委員会） 

そ
の
他 

ア 地域と関わりながら共生に向けた学びの

機会を設け、他者を尊重する態度を養う。 

イ 指導の充実を目的とした様々な研修を実

施して、教職員の資質・能力の向上を図る。 

ア 地域と関わりながら共生に向けた学びの

機会を設ける。 

特になし 

 


